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表
丹
沢
菩
提
里
山
づ
く
り
の
会 

会
長 

 
相
原 

国
雄 

十
年
目
の
ス
タ
ー
ト 

本
会
は
結
成
し
一
〇
年
目
の
活
動
に

入
り
ま
し
た
。 

 

美
し
い
菩
提
の
里
山
の
風
景
を
守
り
、

次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
に
自
然
の
大

切
さ
を
伝
え
、
一
人
で
も
多
く
の
人
た
ち

と
里
山
の
恵
み
を
分
か
ち
合
う
た
め
会

員
四
三
名
で
精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま

す
。 

 

今
年
度
の
活
動
と
し
ま
し
て
は
、
①
環

境
教
育
の
一
環
と
し
て
、
都
市
住
民
や
北

小
の
生
徒
を
対
象
と
し
た
表
丹
沢
の
棚

田
で
、
も
ち
米
・
う
る
ち
米
づ
く
り
教
室

の
開
校
、
②
都
市
住
民
の
消
費
者
を
対
象

と
し
た
「
ヤ
マ
の
が
っ
こ
う
」
の
野
菜
づ

く
り
や
料
理
教
室
の
開
校
、
③
里
山
林
の

保
全
整
備
の
促
進
、
④
森
林
、
里
山
を
利

用
し
た
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
と
し
て
の

位
置
付
け
な
ど
の
４
点
を
重
点
事
業
と

し
て
進
め
る
ほ
か
、
会
員
相
互
の
親
睦
事

業
も
多
く
取
り
入
れ
楽
し
い
会
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
会
員
及
び
地
元
の
皆
様

の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

活
動
場
所
・
倉
庫
掲
示
板
に
表
示 

 

活
動
日
は
毎
月
の
第
二
土
曜
日 

当
日
朝
、
倉
庫
の
掲
示
板
に
活
動
場
所
を

表
示
し
ま
す
の
で
、
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

二
九
年
度
の
活
動
計
画 

<

棚
田
ク
ラ
ブ>
 

・
米
づ
く
り
教
室
の
開
催 

都
市
住
民
、
北
小
生
徒
有
志 

北
小
五
年
生 

四
ク
ラ
ス 

<

里
山
ク
ラ
ブ>

 

・
竹
林
整
備 
２
．
１
６
ｈ
ａ 

・
ヤ
マ
ビ
ル
対
策
の
里
山
保
全
整
備 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

６
３
ａ 

・
花
の
あ
る
里
山
保
全
整
備 

２
０
ａ 

<

里
地
ク
ラ
ブ>

 

・
特
産
作
物
づ
く
り
教
室 

２
０
ａ 

落
花
生
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
じ
ゃ
が
芋 

大
豆
等 

<

ユ
ー
コ
ー
プ
ク
ラ
ブ>

 

・
ヤ
マ
の
が
っ
こ
う
の
開
校 

７
ａ 

<

食
育
ク
ラ
ブ>

 

・
地
元
食
文
化
の
研
究 

・
料
理
教
室 

・
各
行
事
で
の
食
事
の
提
供 

・
「
里
山
カ
フ
ェ
」
の
開
催 

<

全
体
活
動>

 

・
里
山
通
信
の
発
行 

・
会
員
交
流
会
、
学
習
会
開
催 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
発
信 

・
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
協
力 

・
森
林
・
里
山
め
ぐ
り
の
開
催 

 

《
二
八
年
度 

活
動
報
告
写
真
》 

 
 

                   

     

竹林整備 田植え 草取り 

稲刈り 竹林整備 草取り 

掘り取り 味噌作り 蒟蒻作り 里山散策 

表
丹
沢
菩
提
里
山
通
信 

二
〇
一
七
年
四
月 

第
一
号 

事務所 

菩提 500-1 
連絡先 
090-9679-6258 

 

ラーメン作り 収穫祭模擬店 豆乳作り 味噌作り 

bodaisatoyama.com 
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《
参
加
者
募
集
》 

米
作
り
体
験
教
室 

○
田
植
え
準
備
か
ら
収
穫
ま
で
一
貫
し 

た
作
業
が
体
験
で
き
る
教
室
で
す
。 

第
一
回 

五
月
一
三
日
（
土
）
午
前
九
時 

集
合
場
所 

北
公
民
館 

作
業
場
所 

秦
野
市
菩
提
の
棚
田 

定
員 

一
般
市
民 

三
十
組 

会
費 

二
、
五
〇
〇
円 

（
家
族
・
個
人
参
加
共
、
保
険
料
含
む
） 

※
収
量
に
応
じ
て 

お
米
を
お
分
け
し
ま
す
。 

  

森
林
セ
ラ
ピ
ー
ガ
イ
ド
が
案
内
す
る 

森
林
・
里
山
め
ぐ
り 

○
菩
提
・
里
山
の
茶
園
、
名
水
の
源
泉
（
葛 

葉
の
泉
）
、
水
源
林
、
竹
林
の
散
策
と 

表
丹
沢
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
で
の
活 

動
を
行
い
ま
す
。
主
に
森
林
セ
ラ
ピ
ー 

ガ
イ
ド
が
案
内
し
ま
す
。 

六
月
一
〇
日
（
土
） 

午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時 

集
合
場
所 

表
丹
沢
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー 

定
員 

二
十
人 

参
加
費 

二
、
〇
〇
〇
円
（
昼
食
付
き 

地
元
で
採
れ
た
食
材
で
料
理
し
ま
す
） 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み 

表
丹
沢
菩
提
里
山
づ
く
り
の
会
（
相
原
） 

〇
九
〇
ー
九
六
七
九
ー
六
二
五
八 

    

十
年
里
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と 

し
て
活
動 

渋
沢 

 

伊
東 

久 

 

今
か
ら
１
７
年
前
、
市
の
荒
廃
農
地 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
な
り
、
そ
の
後
表
丹 

沢
菩
提
里
山
づ
く
り
の
会
へ
の
入
会
を 

勧
め
ら
れ
、
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

里
山
の
活
動
と
し
ま
し
て
は
、
ヤ
マ 

ヒ
ル
が
動
か
な
い
う
ち
に
雑
木
林
、
竹 

林
の
手
入
れ
を
し
た
り
、
小
学
生
の
田 

植
え
体
験
の
応
援
、
年
一
回
の
バ
ス
研 

修
旅
行
で
は
、
鴨
川
の
千
枚
田
や
甲
斐 

敷
島
梅
の
里
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
デ
ン
な
ど 

の
設
置
運
営
等
め
っ
た
に
体
験
で
き
な 

い
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。 

ま
た
、
活
動
は
、
多
少
き
つ
い
こ
と 

も
あ
り
ま
す
が
、
地
元
の
メ
ン
バ
ー
の 

暖
か
い
人
柄
に
支
え
ら
れ
老
人
の
健
康 

維
持
に
も
な
る
の
で
、
も
う
少
し
が
ん 

ば
り
た
い
と
思
い
ま
す 

都
市
住
民
と
の
交
流
で
感
じ
た
こ
と 

高
井
鏡
子 

今
年
で
７
回
目
と
な
る
ユ
ー
コ
ー
プ

組
合
員
が
参
加
す
る
「
ヤ
マ
の
が
っ
こ
う
」

は
農
作
業
を
通
し
、
自
然
環
境
や
食
育
を

学
び
、
大
人
も
子
供
も
楽
し
め
る
企
画
と

し
て
、
多
く
の
方
々
に
喜
ん
で
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。 

春
４
月
よ
り
秋
９
月
ま
で
菩
提
里
山

が
一
番
輝
く
季
節
を
都
会
の
方
々
に
肌

で
感
じ
て
欲
し
い
。
そ
ん
な
願
い
に
応

え
て
く
れ
る
子
供
た
ち
の
満
面
の
笑
み

に
、
里
山
メ
ン
バ
ー
は
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
普

段
捨
て
て
し
ま
う
野
菜
の
皮
や
根
、
葉

ま
で
「
食
べ
ら
れ
る
と
こ
ろ
全
て
食

す
」
こ
と
を
目
指
し
、
試
食
と
い
う
形

に
し
て
調
理
方
法
な
ど
も
提
案
し
て
い

ま
す
。
「
ヤ
マ
の
が
っ
こ
う
」
は
生
徒

と
先
生
が
一
緒
に
学
ぶ
教
室
で
す
。

 

会
員
募
集 

 

里
山
保
全
や
農
の
営
み
の
大
切
さ
を

と
も
に
考
え
る
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
菩
提
の
自
然
や
農
作
に
触
れ
、
里
山

の
楽
し
さ
や
美
味
し
さ
を
共
に
味
わ
い

ま
せ
ん
か
。 

 

作
業
は
、
竹
林
整
備
、
米
・
野
菜
づ
く

り
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
サ
ポ
ー
ト
、
食
事

づ
く
り
な
ど
で
す
。
基
本
的
に
毎
月
第
二

土
曜
日
が
活
動
日
で
す
。
（
出
来
る
事
・

時
だ
け
で
も
結
構
で
す
） 

年
会
費 

一
、
〇
〇
〇
円
／
年
（
保
険
込
） 

編
集
後
記 

 

寒
さ
や
雨
の
た
め
、
な
か
な
か
咲
か

な
か
っ
た
桜
の
花
で
す
が
、
や
っ
と
つ

ぼ
み
を
開
い
て
く
れ
ま
し
た
。
気
が
つ

く
と
、
畑
の
様
子
も
す
っ
か
り
変
わ
り
、

い
ろ
い
ろ
な
草
花
が
芽
吹
い
て
き
て
い

て
、
急
に
春
め
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

本
年
度
も
、
里
山
づ
く
り
の
会
で
は

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
、
み
な

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く 

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
（
し
） 

 


